
住友ベークライト＜4203＞、川澄化学工業＜7703＞をTOBで子会社
化へ

住友ベークライトは31日、人工透析製品などの医療機器を手がける川澄化学工業（東証2部）にTOB（
株式公開買い付け）を実施すると発表した。現在、川澄化学の株式23.05％を保有し、持ち分法適用関
連会社としているが、TOBを通じて完全子会社化を目指す。川澄化学はTOBに賛同している。成長領域
である血管内治療、内視鏡治療など低侵襲治療分野への事業展開を加速するのが狙い。

買付価格は1株につき1700円で、TOB公表前日の終値805円に111.18％のプレミアムを加えた。買付
予定数の上限は設けず、下限は所有割合43.62％に相当する901万5900株とした。買付代金は270億3
880万円。買付期間は8月3日～9月30日。買付代理人は大和証券。決済の開始日は10月7日。

住友ベークライトは2019年に川澄化学と資本業務提携。これに伴い、約23％出資して関係強化を進め
てきた。

川澄化学は1954年に創業し、プラスチック製のディスポーザブル採血・輸血セットの製造・販売を開
始。当時輸入品に頼っていた人工腎臓の国産化や日本赤十字社への安定的な血液バッグの供給などに取
り組んだ。1987年に東証2部に上場した。近年は、低侵襲の先端医療機器の研究開発に力を入れている
。2020年3月期業績は売上高7.4％減の223億円、営業利益8.4％増の6億4800万円。


